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い
直
懐
徳
堂
記
念
會
趣
旨



先

生

學

主

ど

腐

砂

、

五

井

薗

洲

先

生

放

鞭

を

執

る

者

、

前

後

二

十

せ

し

者

に

し

て

、

時

に

享

保

九

年

な

け

、

同

十

尼

ヶ

崎

町

の

學

校

な

砂

し

懐

徳

堂

は

価
門
〗
富
一
永
芳
春
〔
道
明
寺
屋
吉
左
術
門
）
長
崎
克
之
-
／
鯖
椅
屋
四
郎

右
術
門
〗
吉
田
盈
枝
（
備
前
屋
吉
兵
衛
）
山
中
宗
古
面
鴻
池
又
四
郎
）
の

五

有

志

ど

謀

け

て

、

諧

同

志

を

糾

合

し

、

三

宅

石

症

先

生

を

聘

し

て

一

丁

目

北

側

谷

’

其

跡

は

今

橋

通

四

丁

目

北

側

）

に

創

立

一

年

・

雌

府

の

官

許

を

得

て

よ

り

、

大

阪

學

問

所

ど

も

稲

し

、

石

症

先

生

歿

後

は

梵

症

中

井

梵

庵

先

生

が

、

大

阪

の

商

人

な

る

中

村

睦

峰

、

三

星

屋

武

右

維

新

前

に

於

け

る

我

が

大

阪

唯

一

財

園
法
人

徳
堂
記

旨
〗



の

學

校

と

し

て

大

阪

の

文

敦

を

主

る

も

の

久

し

く

、

大

阪

人

を

赦

育

し

て

、

其

の

品

性

を

養

ひ

、

其

風

俗

を

正

し

、

以

て

世

道

人

後

人

の

最

も

深

く

懐

徳

堂

に

感

銘

す

る

所

以

の

者

は

、

大

阪

唯

の

大

阪

城

に

も

談

ら

さ

る

偉

蹟

ど

謂

ふ

ベ

ヘ

し

、

然

札

ど

忠

我

々

を

振

興

せ

り

、

斯

る

大

偏

を

我

が

大

阪

に

出

だ

し

ヽ

は

、

豊

太

閤

先

生

の

門

、

人

材

輩

出

し

て

海

内

に

分

布

し

、

以

て

一

但

の

文

化

の

将

を

絶

た

さ

る

も

の

、

賓

に

百

四

十

餘

年

な

り

、

竹

山

履

軒

継

ぎ

て

業

を

但

に

し

、

以

て

維

新

の

際

忙

至

る

、

世

態

學

校

克

亦

騒

し

た

り

し

が

、

創

立

よ

い

磨

學

に

る
喜
で
、
絃
圃

--
髪

し

て

先

生

幅

起

し

て

よ

り

、

大

阪

の

文

學

雄

を

海

円

只

稲

し

、

子

孫

相

年
、
尋
き
て
贄
能
の
子
竹
山
（
懐
徳
堂
學
主
一
履
軒
（
水
哉
餡
塾
主
）



家

庭

の

安

築

隻

皆

此

に

根

，

祗

す

、

而

し

て

滴

業

上

道

徳

の

尚

ふ

幸

輻

の

甚

礎

は

道

徳

に

在

砂

、

個

家

の

隆

昌

も

、

社

會

の

平

和

も

、

育

に

留

心

せ

さ

る

可

ら

す

、

順

ふ

に

天

地

の

在

ら

ん

限

り

、

人

類

而

し

て

祁

先

の

受

け

た

る

放

化

の

恩

を

銘

し

、

以

て

将

来

の

徳

は

れ

、

胴

運

振

張

の

今

日

屁

在

り

て

、

亦

裔

工

業

の

中

心

ヽ

所

以

の

者

は

、

古

来

養

成

し

た

る

大

阪

人

の

品

性

と

一

艮

ふ

、

報

本

反

始

は

人

の

道

な

り

、

大

阪

人

た

る

も

の

、

今

日

の

盛

を

致

し

ヽ

所

以

を

思

ふ

て

、

莫

大

な

い

、

君

父

師

は

之

を

三

恩

ど

日

す

所

に

し

て

、

懐

徳

堂

百

四

十

餘

年

間

の

文

敦

に

負

ふ

所

の

者

習

慣

ど

に

起

因

す

べ

く

、

品

性

ど

一

艮

習

慣

ど

は

、

前

に

敦

化

の

致

ら
一
心

ど

稲

せ

心

を

維

持

せ

し

に

在

り

、

我

が

大

阪

は

古

よ

り

商

業

を

以

て

著



懐

徳

堂

記

念

會

を

興

し

、

明

治

四

十

四

年

十

月

五

日

(

+

月

五

日

は

幕

府

の

官

許

を

得

て

講

を

開

き

た

る

記

念

日

な

り

）

を

卜

し

、

年

間

敦

化

の

恩

に

報

い

、

一

は

百

四

十

餘

こ

ろ

あ

り

し

所

以

な

り

、

厭

後

同

會

骰

超

人

及

び

役

員

相

會

し

、

は

世

道

人

心

の

振

興

に

資

す

る

ど

を

開

き

、

遺

書

を

刊

行

し

、

遣

墨

を

展

覧

し

、

以

て

懐

徳

堂

師

偏

諧

先

生

の

霊

を

祭

砂

、

且

つ

碩

學

を

聘

し

て

講

演

る

に

適

嘗

な

る

は

、

懐

徳

堂

の

歴

史

に

若

く

な

し

、

是

れ

喬

き

に

則

ち

我

が

大

阪

人

が

今

古

に

俯

仲

し

て

、

自

ら

省

み

自

ら

戒

む

た

び

其

頭

を

回

し

て

源

に

濶

砂

故

を

温

ね

｀

ん

こ

可

き

は

、

固

よ

り

言

を

待

た

す

、

古

来

の

敦

化

の

効

能

く

盛

を

今

日

に

致

せ

る

大

阪

が

、

亦

能

＜

纂

榮

を

将

来

に

獲

ん

ど

欲

せ

ば

、

四

}
）
を
要
す
、



大
正
二
年
九
月
一
日

明
す
遠

に

遂

行

せ

ん

こ

同 理

事

理

事

長

今 西 永

＾^
 ↓` J
 
才寸 田

五 貰 時 仁

彦 助

を

期

冗

因

て

此

に

其

成

立

の

来

猥

を

宜

同

會

の

剰

餘

金

を

以

て

某

本

資

産

さ

し

、

更

に

同

下

に

懐

徳

堂

記

念

會

を

興

し

、

有

終

の

美

を

獅

さ

ん

こ

ど

を

決

の

趣

旨

の

議

せ

ら

る

、

是

札

追

般

本

會

の

設

立

を

見

た

る

所

以

に

し

て

、

即

ち

此

札

を

財

圃

法

人

の

組

織

ど

総

し

、

以

て

本

會

の

趣

旨

を

示



理事

同

廣 水

固
落

庄

裏
丘ノい、

＇ 術. 

r 
ノ‘訟



第

三

條

四

第

三

章

本

會

J

事

務

所

第

二

條

本

法

人

ハ

大

阪

市

北

厖

中

ノ

島

公

園

内

財

圃

法

人

大

阪

市

事

務

所

ハ

懐

徳

堂

記

念

會

卜

稲

ス

第

二

章

名

稲

學

術

講

演

會

チ

開

グ

請

演

集

及

其

他

闘

書

／

編

築

出

版

チ

ナ

ス

大

阪

先

賢

l

事

肢

及

箸

書

チ

調

査

表

彰

ス

奨

學

金

チ

支

出

シ

テ

學

術

J

研

究

チ

奨

局

ス

ゴ

lヽ

チ

闘

リ

本

邦

文

化

J

向

上

一
資
ス
ル

チ

以

テ

目

的

ト

ス

第

一

條

本

會

ハ

左

l

方

法

二

依

リ

圃

民

道

徳

J

進

歩

第

章

目

的

鴨
恨
徳
堂
記
念
會
寄
附
行
鱈

）レ

コ

Jレ

ゴ

ゴ

卜

七 卜

卜

ニ

カ

メ

學

術

I

痰

逹

大
正
二
年
八
月
二
十
日
許
可
）

冨

同

年

九

片

一

日

登

記



第

九

條
牧

入

チ

以

テ

之

産

チ

動

産

ニ

本

會

ニ

一
終
ル

第

五

章

役

貝

褻

ス
左

ノ

役

員

チ

置

グ

）レ

コ

一
充
ッ

ト

チ

得

第

八

條

基

本

財

産

ハ

理

巾

會

J

決

議

1

一

依

リ

動

産

チ

不

動

産

1

一

或

ハ

不

動

第

七

條

本

會

J

會

計

年

度

ハ

毎

年

四

月

日

第

六

條

本

會

／

継

骰

ハ

基

本

財

産

1

リ

生

ス

ニ

始

リ

翌

年

三

月

三

十

ル

利

子

及

事

業

ヨ

リ

生

ス

ル

第

五

條

基

本

財

産

J

管

理

方

法

ハ

理

事

會

二

於

テ

之

チ

定

ム

J

寄

附

金

チ

以

テ

基

本

財

産

ト

ス

第

四

條

本

會

ハ

薔

懐

徳

堂

記

念

會

ョ

リ

引

器

キ

タ

第

四

章

資

産

公

會

堂

建

設

事

務

所

グ

9

ご，＇―

1

卑止

ル

金

六

千

閥

及

有

志

者

八

日



”r 如

十

二

條

リ

補

餓

眠

托

ス

チ

統

輝
で

4.‘開

條

狸

前

任

＾
r

-

ア

ヵ

二

理

J
 

第

十

條

狸

二 ス J
 

テ

評

識

屈

;
4
-
t
 

ー

八ー
肯

十

互

l
-

餓 持

人

設
ハ

本

附

期

糊

ヰ 期

間

ト

ス

ハ

設

立

！
 

期

t ー ノ‘

ジ

タ

三

十

人
l

際

二

於

ヶ

シ

ク

ヲ

代

リ ）レ 人 人

）レ

ト

キ

ト

キ

テ

以

テ

狸

？ヽ

評

｝レ

評

シ

テ /‘ ノ‘ 卜

J
 

會

ニ

於

テ

ノ‘

級 シ

しぶJー^
f:JU 

狸 ス

テ

生

ジ

ラ• 夕

J

期

間

級 )I/ 

二

年

ト

ス

但

摘

肌

両

選

チ

妨

ゲ

ズ

九
片

互

悪

二

依

リ

内

一

人

チ

理

ノ‘ ス

會

員

中

ョ

ニ

於

テ

順

輝

シ

理 J
 

人

ト
ス

ス ノ‘ J
 



テ

菱

涎

ス

第

十

六

條

本

寄

附

行

鈴

ハ

シ

ク

第

十

五

條

第

十

四

條

附
）レ

ゴ

ト

日

ザ

／イ

チ 則

ル

モ

ー

チ

以

テ

維

持

會

員

ト

ス

本

會

二

金

壼

百

闘

以

上

第

六

章

別

二

之

チ

定

ム

協

議

二

應

ズ

理

事

會

I

決

議

1

一

依

リ

主

務

官

慶

I

謡

可

チ

得

幹

事

J

職

務

及

任

免

二

闘

スチ

寄

附

シ

タ

維

持

會

貝
ル

規

定

ル

者

及

評

諭

員

會

／

推

薦

ハ

理

事

會

l

決

談

チ

以

テ

第

十

三

條

評

議

員

ハ

本

財

圃

J

煎

要

事

項

二

閥

シ

意

見

チ

述

べ 1
0
 

且

之

レ

ガ



心し

h"~," 

，
 

｀
晟
”

i
:

＇ 

採
弐
合
た
大
阪
図
文
武
印
冗


